
      事例紹介

自動車の走行計測システムを開発、製造しているメーカーのA社から、「欧州市場に販

売したいが、どのような規制をクリアすればよいか」との相談を持ちかけられました。

  相談から規制クリアまでの経緯

　●平成25年2月　自動車に搭載しテストコースで走行計測をするシステムだが、欧

州の規制をクリアするにはどのようなステップがあるかとの相談

で来所。

　●平成25年3月   ISO/IEC17025の試験所認定を取得した都産技研多摩テクノプラ

ザのEMCサイトでEMC指令に対応した適合試験を実施。

　●平成25年6月　欧州指令で要求される技術文書を作成支援し、製品を欧州に上市。

機器の特徴

YAGレーザ溶接法でできること

経験がものを言うことも多い国際規格
まずは一緒に取り組みながら、
ノウハウも学んで欲しい

•レーザ出力：最大600W（平均値） •最大出力エネルギー：150J／パルス
•パルス幅：0.2～20ms       •ステージX-Y軸ストローク：300mm

　初めて製品輸出を考える皆さんにとって、国際規格は敷

居の高い世界であり、MTEPはいわばそのための“駆け込み

寺”のようなもの。私も長年医療機器メーカーでEMC規制

に関わりましたが、最初は大変苦労しました。先輩からは

「勉強してこい」なんて言われましたが、英文の仕様書のど

こが重要か、規格ある内容と一致させるために製品の何を見

ればいいかというのは、実は経験者でなければ分からない部

分も多いんです。ですから勉強不足だなどと思わずに、まず

は一度、我々にご相談いただいて、一緒に対策を考えてい

く中から方法やノウハウも学んでもらえればと思いますね。

　私が担当するEMC（電磁環境両立性）は、今はスマホや

ハイブリッドカーなどの「中身はほとんどコンピュータそ

のもの」という製品が社会の根幹に急速に入り込んでいま

すから、その適用範囲や要求は、飛躍的に広く厳しくなっ

てきました。また、私が長年携わってきた医療機器分野

も、在宅医療や救急車での手術、介護ロボットなど新しい

概念が次々出てきますので、車両やインフラの規格と複合

的に考えたり、想定される要求水準よりかなり高いレベル

の目標設定で対応することも必須になってきています。こ

うした動きに対処するには、まずは情報が大切ですから、

日頃から展示会や専門家からの情報収集を行い、常に最新

の情報でご相談に臨むようにしています。

　また相談では、メーカー時代の経験を生かして、開発者

の目線で体験談などもお話ししながら、より現場に近い目

線での対応を心がけています。MTEPは、ペーパーワーク

だけの相談と違い、現物や回路図などを見ながら、私たち

相談員が開発者として現役時代にやってきたことと同じ相

談環境が実現していますし、試験も都産技研で非常に安価

に行えるので、現場と直接つながっているような、理想の

相談環境ではないかと思います。

レーザ溶接ヘッドと
XYステージ

SUS304／430薄板の
突合わせ溶接

　機械技術グループでは、企業の皆さまのものづくりを

サポートするために、いくつかの溶接機を所持してい

ます。パルスYAGレーザ溶接機は、波長1,064nm

（基本波）のYAGレーザを照射し、金属を溶接する装

置です。

　YAGレーザ溶接法は、CO2レーザと比較してレー

ザ光の波長が短く、金属に吸収されやすいため、反射

率の高いアルミニウムや銅の溶接にも向いた溶接法で

す。また、TIG溶接などのアーク溶接法と比較してエ

ネルギー密度が高く、狭い領域を集中して溶融できる

ため、幅が狭く溶け込みが深い溶接部を得られること

も特徴です。

　TIG溶接法などで薄板を溶接すると、熱影響による

変形や機械的性質の低下が問題となることがありま

す。YAGレーザ溶接法では、これらの問題を抑制しな

がら高速に溶接することが可能です。

　パルスYAGレーザ溶接機は、最大平均出力が600W

と大きめで、大型で高精度なX-Yステージを備えてい

ます。小物・薄物の溶接だけでなく、大きめのサンプ

ルの溶接が可能な機構を持ち、波形制御を含めた高精

度な溶接を行うことができます。また、XYZの3軸は

NC制御されており、焦点位置を変えての溶接にも対

応しています。

　これらの機能を生かした最適溶接条件の検討・試作

や、異材溶接の再現実験による問題解決など、ものづ

くり技術開発へのご要望にお応えしています。
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世界に勝つものづくりのコツ

森　浄（もり　きよし）　プロフィール
オリンパス（株）品質環境保証本部 試験評
価・電気安全EMCセンターを経て、現在
EMCテクノロジーを開設。傍ら、日本医
療機器関係団体協議会、電子情報技術産
業協会（JEITA）、総務省 電気通信審議
会、経済産業省標準化JIS作成分科会で
IEC規格の国内化の委員として活躍。企業
に対し、国内海外の安全、EMC技術規制
対応の支援活動を行っている。

【中小企業の皆さんへ】
　MTEPに初めて相談に来られる方は、「輸出を考えていて、国際規格対応を任せられたが、自分一人では何をしたら良いか
わからない」という方がほとんどです。そこで、例えば、一緒にスペクトルアナライザーで製品のノイズを探したり、CEマー
キング取得についても、一連の流れから具体的な技術文書の、ファイルづくりまでを実践的に指導しています。ですから、国
際規格に対応するための技術相談から必要な適合試験の紹介、技術文書の作成まで、ほとんど全般にわたって、一つのプロ
ジェクトの中でEMCの専門家にアドバイスをもらえるので、とても身近にご相談いただけるかと思います。国際規制は、設
計段階から対策していかなければいけない部分もありますので、早すぎるということはありません。ぜひ製品開発段階からの
ご相談をお待ちしています。

  ………………………………………………………………………………………

月曜日担当
専門：EMC、電気安全、CEマーキング、
         EMC指令

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技
術支援 センター（MTEP）」。ここではMTEPの専門相談員が、よくある
質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

　機械技術グループでは、製品の高精度化や高機能化を可能にする加工装置、機械的な機能を評価する
ための装置を保有しています。例えば、加工装置として、レンズ用の成形金型の製作などにも用いられ
る超精密微細加工機や、パルスレーザを用いてさまざまな金属の溶接が可能なパルスYAGレーザ溶接
機があります。また、機械的な機能を評価する装置として、振動・衝撃・落下に関する試験を実施する
ための振動試験機、小型製品落下衝撃試験機などがあります。
　今回は、その中でもパルスYAGレーザ溶接機についてご紹介します。

第１回

【お問い合わせ】機械技術グループ＜本部＞  TEL 03-5530-2570
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